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令和 5年 12月 1日
人 口

男
女

世帯数

9人
8人
1人
世帯

５
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８

８

３

１

１

１

こころの故郷を

ご
あ
い
さ
つ

町
内
会
長

佐

々
木

　

了

今
年
も
早
い
も
の
で
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
町
内

の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
町
内
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

１
月
の
初
総
会
に
て
町
内
会
長
を
お
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
「地
域
活
性
化
」
と

「安
全
で
優
し

い
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

一
生
懸
命
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
５
月
の

「新
型
コ
ロ
ナ
」
５
類
引
き
下
げ
に
洋
り
、
公
民
館
行
事

と
し
て
４
年
ぶ
り
に
、
５
月

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
ね
あ
が
り
」

へ
の
参
加
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
町
民
の
み
な
さ
ん
が
発
表
で
き
な
か
っ

た
作
品
を
展
示
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、

１０
月

「西
任
田
町
ミ

ニ
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
応
募
が
あ
り
、
す
ば

ら
し
い
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
御
覧
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
西
大

御
神
社
秋
祭
り

「
こ
ど
も
獅
子
舞
い
」
も
１０
月
に
実
施
さ
れ
、
西
任
田
町
の

伝
統
が
継
承
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
令
和
３
年
よ
り
協
議

・
検
討
し
て
参
り
ま
し
た

「西
大
御
榊
社
屋

根
改
修
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は

「屋
根
改
修
事
業
委
員
会
」
で
の
協
議
、

令
和
４
年
３
月
の
臨
時
総
会
で
承
認
を
経
て
、
令
和
６
年
度
に

「屋
根
改
修

に
着
手
」
い
た
し
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
屋
根
改
修
事
業
積
立
金
、
寄
付

金
等
に
よ
り
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
４
月
の
着
工
に

向
け

「遷
宮
神
事
」
「安
全
祈
願
祭
」
な
ど
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
１
年
町
内
会
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
６
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
き
年
に
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



令和 5年 12月 に  し  と  う  だ (2)

老
大
会

仲
友
会

老
人
へ玄▲ム長

山
本
　
克
郎

老
人
会
の
恒
例
行
事
、
日
帰
り
温
泉
は
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
り
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
は
、

１１
月
８
日
に
栗
津
温
泉

「喜
多

人
」
さ
ん
へ
行
き
ま
し
た
。
部
屋
で
軽
く
飲

み
な
が
ら
歓
談
す
る
人
、
お
風
呂
に
入
る
人
、

久
し
ぶ
り
の
飲
食
を
伴
う
宴
会
に
て
美
味
し

い
料
理
と
お
酒
、
日
頃
の
話
に
花
が
咲
き
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

２７
名
の
沢
山
の
ご

参
加
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仲
友
△雰△雰長

宮
本
　
正
晴

食
事
会

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
規
制
が
緩

和
さ
れ
た
事
も
あ
り
、

６
月
４
日
（日
）
に
昨
年

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
川

北
町

「喜
水
苑
」
に
て

食
事
会
を
計
画
致
し
ま

し
た
。
当
日
は
１８
名
の

参
加
を
頂
き
、
懐
石
料

理
に
舌
づ
つ
み
を
打
ち

な
が
ら
、
歓
談
の
時
間

を
持
ち
会
員
各
位
の
親

睦
を
深
め
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

春
秋
の
奉
仕
作
業
を
含
め
、
今
後
と
も
仲

友
会
の
活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

壮
年
団
団
長

山
田
　
重
和

今
年
度
の
壮
年
団
は
、
Ｏ
Ｂ
の
方
を
含
め

て
三
二
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
残
念
な
が
ら
駅
伝
大
会
は
、
諸

事
情
に
よ
り
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
昨
年
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止

に
な
っ
て
い
た
行
事
も
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
初
戦
敗
退
し
ま

し
た
が
参
加
し
た
団
員
全
員
で
楽
し
み
ま
し

た
。海

岸
清
掃
及
び
町
内
奉
仕
作
業
で
は
、
早

朝
の
海
岸
清
掃
か
ら
参
加
し
、
戻
っ
て
か
ら

の
奉
仕
作
業
で
汗
を
流
し
、
終
了
後
の
親
睦

会
で
、
団
員
の
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

本
年
も
壮
年
団
活
動
に
ご
協
力
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
△ム△富長

山
田

美
由
紀

今
年
度
の
婦
人
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活

動
に
徐
々
に
戻
り
つ
つ
も
状
況
に
合
わ
せ
た

活
動
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
草
む
し
り
や

「
お
喋
リ
サ
ロ
ン
」
と
称
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
ー
を
広
げ
る
会
を
開
催
、
屋
号
な
ど
西
任

田
町
を
知
る
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。
年

末
に
は

「お
正
月
花
講
座
」
を
現
在
段
取
り

中
で
す
。
本
年
は
活
動
初
参
加
の
方
も
多
い

中
、
会
員
様
の
御
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

自
衛
消
防
団
団
長
　
南

　

一詈
寛

今
年
は
新
し
く
入
回
し
た
１
名
を
加
え
計

Ｈ
名
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
３
月
に
は
小

松
マ
テ
ー
レ
で
の
火
災
防
護
訓
練
、

１０
月
に

は
消
防
本
部
に
て
基
本
活
動
訓
練
に
参
加
し

ま
し
た
。
ま
た
毎
月
の
点
検
活
動
に
加
え
て

自
主
訓
練
も
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
自
衛

消
防
回
の
活
動
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
半
行
事

人
月
二
十
七
日

能
美
市
内
施
設
見
学

十
月
二
日

パ
ス
テ
ル
画
教
室

十
月
二
十
二
日

文
化
祭
と
避
難
訓
練

十

一
月
十
三
日
　
　
紅
葉
狩
り
金
沢
方
面

十
二
月
二
十
七
日
　
お
正
月
ア
レ
ン
ジ
花

今
年
も
沢
山
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

粟
生
山

仲

一

の
み
活
倶
楽
部
と
は

能
美
市
全
町
が
行

っ
て

い
る
活
動
で
、
「運
動
」

「食
事
」
「
脳
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
「笑
い
」
な
ど
、

脳
血
管
疾
患
、
脳
卒
中
、

脳
梗
塞
を
予
防
す
る
た

め
に
地
域
ぐ
る
み
で
継

続
的
に
実
施
し
て
い
る
活
動
で
す
。
今
年
か
ら

は
、
誤
囃
予
防
、
聞
き
取
り
や
す
い
声
が
出
る

よ
う
に
回
の
中
の
運
動
、
唇
の
動
か
し
方
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。
認
知
症
の
予
防
や
、
つ
ま

ず
か
ず
に
歩
け
る
様
、
会
館
に
来
て
、
皆
ん

な
と
話
を
し
な
が
ら
運
動
を
し
ま
し
さ
つ
。

今
年
は
第
２
第
４
木
曜
日
に
行

っ
て
い
ま
す
。

婦
人
会

自
衛
消
防
団

い
き
い
き
サ
ロ
ン
会

の
み
活
倶
楽
部
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福
岡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
会
長
　
機
賀
肩
　
一分
矧
仰

人
月
五
日
（土
）、
土
山
ぶ
ど
う
園
の
葡
萄
狩
り
と

ひ
ま
わ
り
迷
路
へ
行
き
ま
し
た
。

甘
く
て
大
き
な
巨
峰
を
木
陰
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
皆
で
食
べ
、
ひ
ま
わ
り
迷

路
を
回
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
今

年
も
夏
行
事
を
実
施
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
ご
協

力
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
と

子
供
達
に
感
謝
致
し
ま
す
。

佐

々
木

寛
太

十
月
十
五
日
に
秋
祭
り
の
獅
子
舞
が
あ
り
ま
し
た
。

四
年
振
り
の
祭
と
い
う
こ
と
で
、
練
習
に
は
大
人

の
方
や
Ｏ
Ｂ
の
高
校
生
も
来
て
く
れ
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
笛
や
太
鼓
と
合
わ
せ
少
し
ず
つ
形
に
な
つ

て
い
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
が
降

っ
た

り
止
ん
だ
り
し
思
う
よ
う

に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
人
に
協
力
し

て
も
ら
い
町
内
を
ま
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
の
獅
子
舞
は
少
し

緊
張
し
た
け
れ
ど
よ
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

口
　
　
　
　
　
体
育
委
員
長
　
山
田
　
重
和

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
三
年
の
間
、

中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

二
月
二
十

一
日
（日
）
に
、
浜
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
八
十
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
競
技
及
び
テ
ン

ト
内
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

競
技
で
は
、
男
女
混
合
リ
レ
ー
で

一
位
、

玉
入
れ
で
二
位
な
ど
と
な
り
、
総
合
七
位

と
素
晴
ら
し
い
成
績
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

期
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Ｆ
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令和 5年 12月 に  し  と  う  だ (4)

，
＼トペ 〓Ц一聴中中はけ］弾却］峠一呻］幹中

三
真
、
日
本
画
、
パ
ス
テ
ル
画
、
書
、
寄

▲Ｒ一僻櫛磯ぼ購の侍胸悧彫す嘘齢賜血ｏ

‐ イ

文
化
委
員
会
　
北
河
　
準
二

１０
月
２．
日
（土
）、
２２
日
（日
）
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
東
部
地
区
市
民
体
育
館

文
化
祭
に
は
、
町
内
外
の
多
く
の

方
々
が
来
ら
れ
，
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

出
展
者
の
皆
様
、
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

営

・右

強

ｒじ
ｔ

ｉ

引
っ
逮
し
て
と
ま
し
たい と

は
じ
め
ま
し
て
、
〈「
和
５
年
の
４
月
に
越
し
て

来
ま
し
た
池
田
で
す
。
２
歳
の
娘
と
生
後
２
ヶ
月

の
患
子
の
４
人
で
毎
日
バ
タ
バ
タ
と
生
渚
し
て
い

ま
す
（笑
）
。
来
年
か
ら
福
岡
保
育
園
に
通
う
予
定

で
す
が
、
夫
婦
共
に
人
見
知
り
な
性
格
な
の
で
ド

キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
ｉ
。
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
皆
様
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
、
谷
□
と
申
し
ま
す
。
妻
の
両
親

が
西
任
田
に
住
ん
で
お
り
、
新
居
を
構
え
４０
月
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
３
歳
と
Ｏ
歳
の
患
子
が

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
町
内
行
事
等
で
仲
良
く
し
て
い
た
だ

け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■二t卜 J霞 t,じ ょす

池田さん一家□ヽさん―家
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鶉
５障義
羅
れ瑞

父
　
杉
田
　
悠
輔
　
　
　
蝶

母
　
　
　
　
優
花
　
　
　
　
一

★
令
和
５
年
６
月
２十
日
生
ま
れ

業

ゆ

づ

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

次
男

悠
月
ち
ゃ
ん
　

　

一

父
　
谷
□
　
大
樹
　
　
　
蝶

母
　
　
　
　
菜
摘
　
　
　
一」

☆
令
和
５
年
７
月
７
日
生
ま
れ

鶉

次
男

海
利

ち
ゃ
ん

父
　
東
　
利
紀

母
　
　
　
彩
華

矮!森…
健
や
か
な
成
長
を
祈
り
ま
す
…

☆鋼
５隣競
羅
れ瑞

父
　
垣
内
　
敬
太
郎
　
　
鶉

母
　
　
　
　
典
美
　
　
　
　
一鶉

★蔚『５膊埜ゎ９抑割胸牲まれ瑞

涌
田

こ‐tヽ鶉一‐…

母 父

甘 恭
実 兵

洋一一鶉

|ユ、

IIイ蛍憲麹:どぢも子&昭
和
６２
年

（１
９
８
７
年
）
４
月
か
ら

旧
根
上
町
議
員
連
続
５
期
、
２
０
０
５
年

以
降
市
議
連
続
６
期
を
務
め
議
員
在
職
３５

年
に
至
る
。
こ
の
間
地
方
自
治
の
発
展
と

住
民
福
社
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
、
今
回
総

とス
痛
岡
小
学
校
入
学
お
め
で
ど
つ

２
０
２
３
年
４
月
入
学

出
倉

央
二
郎

（保
護
者
　
出
倉
　
一
徹
）

Ａ

成
入
お
め
で
ど

つ

山
田
　
大
智
　
　
佐
々
本
朋
花

杉
田
　
未
来
　
　
村
元
愛
海
花

蛙
沖堀
…と，‐犬”項
麟

‥

〔

す

翼

式
識
浪

　

」

ヽ

■

皐

ｉ
ｔ

す

　

　

　

ぐ

を

口

湊

一
八

　

ヽ

あ
ｔ
ｔ
は
二
＋
エ
キ
ス
エ
？
本
ヽ
ェ

，
■
つ
す
工
賽
気
Ｘ
と
し
く
鬼
オ

れ
を
力坂
暴
各
え
に手
手

工ヽ
俸
民

一類
４
あ
歳
ｋ
卜
尽

ｔ
ヽ
工
た

，
僚
ば

女
こ
と
卜
蓮
■
一
く
あ
・
１
十

二
字
…
、工
辰

ｒ
氏
対
■
■
Ｆ
ネ
ヽ
員
す

今

や

ｋ
年

十
葛

キ
一
ｆ

指
査

狩

ホ
拾

司

赤:ヽ _,有  
“
  守ユとくヽ

「
守

杉
ロ

卜土ハ

k

ん

ヽ

サィ
i l監

亀早

、1.｀(ヽ

藤
本

太
一郎

由
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令和5年11月 4日 挙式



令和 5年 12月 に  し  と  う  だ (6)

輿

お
く
や
み

小
野

淳

一　
８９
オ

父
は
教
育
の
道

一
筋

の
人
で
し
た
。
五
十
年

以
上
、
健
康
で
皆
様
に

支
え
て
頂
き
な
が
ら
務

め
ら
れ
た
事
は
最
高
に

幸
せ
だ
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
３
月
９
日
に

天
寿
を
全
う
し
ま
し
た
が
‐００
％
満
足
の
人
生

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

生
前
は
町
内
の
皆
様
、
同
年
会
の
二
支
会

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
野
　
泰
史

野

口
外

士子
子

　

８６
オ

野

口
　

明

丈

　

８８
オ

七
月
二
十
九
日
に
母

外
喜
子
、
人
月
二
十
九

日
に
父
明
文
が
相
次
い

で
こ
の
世
を
去
り
ま
し

た
。
父
は
厳
し
く
真
面

日
、
母
は
明
る
く
社
交

的
。
二
人
と
も
キ
レ
イ

好
き
で
よ
く
掃
除
や
手

入
れ
を
し
て
い
ま
し
た
。

ケ
ン
カ
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
二
人
か
ら
は
愛
情
を
た
く

さ
ん
も
ら
い
ま
し
た
。

生
前
は
町
内
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
父
母
に
代
わ
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
こ
れ
か

ら
も
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

野
田
　
ゆ
か
り

◇
◇
◇
Ｅ
Ｈ
ム
リ
′
ヽ
ぬ
ソ
◇
◇◇

元
旦
祭

・
初
総
会

自
衛
消
防
団
出
初
式

初
お
講

左
義
長

仲
友
会
総
会

・
班
長
会

老
人
会
総
会

壮
年
団
総
会

生
産
組
合
総
会

第
１
回
公
民
館
運
営
委
員
会

小
野
淳

一
さ
ん
葬
儀

根
上
中
学
校
卒
業
式

福
岡
小
学
校
卒
業
式

第
１
回
文
化
委
員
会

歩
い
て
み
よ
っ
さ
お
花
見
ロ
ー
ド

福
岡
小

・
根
上
中
入
学
式

農
地

・
水

・
環
境
保
全
組
合
総
会

石
川
県
議
会
議
員
選
挙

老
人
会
農
道
清
掃
奉
仕
作
業

‐７
　
西
大
御
神
社
春
祭
り

第
２
回
公
民
館
運
営
委
員
会

２０
　
春
の
交
通
安
全
週
間

仲
友
会
清
掃
奉
仕
作
業

壮
年
団
清
掃
奉
仕
作
業

第
１
回
体
育
委
員
会

‐８
　
歩
い
て
み
よ
っ
さ
早
朝
ウ
オ
ー
ク

ス
ポ
ー
ツ
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
ｉｎ
根
上

婦
大
会
清
掃
奉
仕
作
業

老
人
会

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
会

高
齢
者
の
交
通
安
全
教
室

社
会
委
員
会
西
側
花
壇
花
植
え
作
業

ア
メ
シ
ロ
防
除

根
上
講

２
　
壮
年
団
清
掃
奉
仕
作
業

皿
～
２０
　
夏
の
交
通
安
全
週
間

・８
　
老
大
会
清
掃
奉
仕
作
業

２２
～
２３
　
根
上
り
七
夕
ま
つ
り

６
　
道
路
愛
護
デ
ー

６
　
上
期
万
雑
集
金
日

１
　
野
田
明
文
さ
ん
死
去
新
聞
掲
載

野
田
外
喜
子
さ
ん
死
去
新
聞
掲
載

３
　
婦
人
会
清
掃
奉
仕
作
業

２‐
～
３０
　
秋
の
交
通
安
全
週
間

２４
　
仲
友
会
清
掃
奉
仕
作
業

２９
　
敬
老
会

８
　
壮
年
団
清
掃
奉
仕
作
業

９
　
第
２
回
文
化
委
員
会

・４
～
‐６
　
西
大
御
神
社
秋
祭
り

２‐
～
２２
　
西
任
田
町
ミ
ニ
文
化
祭

２２
　
防
災
避
難
訓
練

５
　
第
１
回
館
報
委
員
会

‐５
　
町
内
会
報
恩
講

・
物
故
者
法
要

‐７
　
杉
元
良
染
さ
ん
葬
儀

２６
　
橋
本
正
康
さ
ん
葬
儀

２
　
第
２
回
館
報
委
員
会

３
　
下
期
万
雑
集
金
日

皿
～
２０
　
年
末
交
通
安
全
週
間

‐７
　
西
大
御
神
社
年
末
大
祓
式

２８
　
婦
人
会
正
月
飾
り
教
室

そ
の
他

１
～
‐２
月
　
あ
い
さ
つ
運
動

（毎
月
１５
日
）

９
月
は
８
月
３‐
日
か
ら
５
日
間

１
～
‐２
月
　
の
み
活
倶
楽
部

（第
２

・
４
木
曜
日
）

４
～
１２
月
　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
会

。
お
出
か
け
サ
ロ
ン
会
の
開
催

（４
回
）

。
か
が
や
き
姉
妹
の
公
演
な
ど

Ｘ
寄
附
お
礼

Ｘ

小
野
　
暁
史

様
　
金

一
〇
〇
、○
○
○
円

橋
本
　
雄
吾

様
　
金

一
Ｏ
Ｏ
、
○
○
○
円

『西
大
御
神
社
屋
根
改
修
事
業
』

Ｘ
寄
附
お
礼

Ｘ

宮
本
　
良

一　
様
　
金

一
〇
〇
、
○
○
○
円

南
　
　
信
弘

様
　
金

一
〇
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

編

・集

・
後

・
記

コ
ロ
ナ
５
類
移
行
、
ま
だ
ま
だ
マ
ス
ク
は

は
ず
せ
ま
せ
ん
が
、
町
内
行
事
は
徐
々
で
は

あ
る
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

来
年
は
新
幹
線
が
走
り
ま
す
。
ま
た
、
西

大
御
神
社
屋
根
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

新
し
い
風
景
と
な
り
ま
す
。
町
民
に
と
っ
て

希
望
と
夢
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
館
報
を
発
行
す
る

に
あ
た
り
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様

方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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